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は
じ
め
に

　

京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
旧
養
徳
院
襖
絵
は
、
小
栗
宗
湛
・
宗
継
が
描
い

た
画
面
を
含
む
現
存
最
古
の
水
墨
に
よ
る
襖
絵
で
あ
る
。
本
襖
絵
は
史
料
上
に
そ

の
存
在
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
筆
様
制
作
に
よ
る
現
存
作
例
で
、
筆
様
制
作
の
様

相
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
作
の
制
作
方
法
に
つ

い
て
の
論
考
は
少
な
く
、
中
国
絵
画
と
の
比
較
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
四
面
（
挿
図
１
）
に
注
目
し
、
宗
継
に

よ
る
筆
様
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
や
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
、
旧
養
徳
院
襖
絵
に
対
す
る
先
行
研
究

を
概
観
し
、
作
品
を
概
説
す
る
。
次
に
、「
山
水
図
襖
」
と
夏
珪
作
品
を
比
較
し
、

そ
の
図
様
の
由
来
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
芸
阿
弥
を
経
由
し
て
受
容
さ

れ
た
夏
珪
様
に
着
目
し
、「
山
水
図
襖
」
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
室
町
水
墨
画

の
制
作
に
お
け
る
夏
珪
様
受
容
の
様
相
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
先
行
研
究
と
作
品
の
概
要
　

（
一
）
旧
養
徳
院
襖
絵
に
つ
い
て

　

旧
養
徳
院
襖
絵
は
現
在
「
芦
雁
図
襖
」
六
面
、「
山
水
図
襖
」
十
四
面
、「
琴
棋

書
画
図
襖
」
八
面
の
計
二
十
八
面
が
伝
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
後
世
の

補
作
と
み
な
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
扱
う
「
山
水
図
襖
」
四

面
は
当
初
の
襖
絵
で
、
宗
継
の
作
と
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
先
行
研

究
を
参
照
し
な
が
ら
、
旧
養
徳
院
襖
絵
の
概
要
を
確
認
す
る
。

　

現
在
京
博
に
所
蔵
さ
れ
る
一
連
の
襖
絵
は
、
明
治
時
代
か
ら
度
々
図
版
で
紹
介

さ
れ
、
養
徳
院
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、（
伝
）
周
文
筆
と
称
さ
れ

て
い
た１
。
そ
の
後
、
福
井
利
吉
郎
氏
の
講
演
に
よ
っ
て
、『
蔭
凉
軒
日
録
』（
以
下

『
日
録
』）２

の
記
事
が
紹
介
さ
れ３
、
芳
賀
幸
四
郎
氏
に
よ
る
小
栗
宗
継
の
研
究
で
は
、

旧
養
徳
院
襖
絵
が
宗
湛
、
宗
継
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る４
。
そ
の

筆
者
と
制
作
年
を
決
定
す
る
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
『
日
録
』
延
徳
二
年
（
一
四
九

〇
）
七
月
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

二
十
五
日　

養
徳
院
障
子
六
枚
、
此マ

マ房５
筆
之
、
蓋
夏
珪
様
也
、
誠
可
嘉
尚
、
今

日
畢
功
也
。

二
十
六
日　

養
徳
院
障
子
四
枚
、
芦
雁
和
尚
様
也
、
北
房
自
今
日
始
筆
之
、
二

枚
者
先
是
自
牧
筆
之
。（
中
略
）
華
蔵
高
先
和
尚
来
訪
。
不
面
之
。
高
先
看
北

房
所
筆
之
画
。
実
有
超
師
作
略
者
。
可
嘉
尚
云
々
。

二
十
九
日　

養
徳
院
障
子
五
間
画
。
今
日
全
備
贈
養
徳
。
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七
月
二
十
五
日
、
北
房
（
小
栗
宗
継
）
が
「
養
徳
院
障
子
六
枚
」
を
完
成
し
た
。

そ
の
筆
様
は
「
夏
珪
様６
」
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
六
日
、
宗
継
は
障
子
四
枚
に
「
芦

雁
」
を
「
和
尚
様
」
す
な
わ
ち
牧
谿
様
で
描
き
、
二
十
九
日
に
五
間
の
障
子
絵
を

完
成
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
福
山
敏
男
・
川
上
貢
両
氏
に
よ
っ
て
、
養
徳
院
及
び
旧
養
徳
院
襖
絵
の

歴
史
が
明
ら
か
に
な
っ
た７
。
養
徳
院
は
応
永
年
間
に
足
利
満
詮
が
亡
き
妻
善
室
慶

の
菩
提
を
弔
う
為
に
創
建
し
た
も
の
で
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
大
徳
寺
の

住
持
・
春
浦
宗
煕
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
応
仁
文
明
の
乱
で
被
災
し
た
養

徳
院
は
、
春
浦
に
よ
っ
て
文
明
年
間
に
大
徳
寺
の
南
東
に
接
す
る
雲
林
院
辺
り
の

土
地
を
借
り
、
施
設
を
建
て
た
。
こ
の
と
き
の
襖
絵
を
制
作
し
た
の
は
春
浦
の
元

で
出
家
し
、
御
用
絵
師
と
な
っ
た
小
栗
宗
湛
で
あ
る８
。
続
い
て
、
延
徳
二
年
（
一

四
九
〇
）
に
拡
張
し
、
不
足
の
障
子
絵
を
宗
継
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
養
徳
院

は
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
に
大
徳
寺
内
に
移
建
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
徳
寺

内
に
移
建
し
た
養
徳
院
は
、
そ
の
後
は
そ
の
場
所
を
移
動
し
て
い
な
い
が
、
明
暦

二
年
（
一
六
五
六
）
に
全
面
的
な
改
修
が
行
な
わ
れ
、
現
在
の
客
殿
も
そ
の
時
に

再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
棟
札
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。
襖
絵
も
こ
の
時

に
、
大
規
模
な
修
理
や
加
筆
、
改
造
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

は
じ
め
旧
養
徳
院
襖
絵
の
研
究
は
お
も
に
文
献
資
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て
進

め
ら
れ
た
が
、
金
沢
弘
氏
以
降
は
作
品
に
目
が
向
け
ら
れ
、
多
く
の
成
果
が
あ
げ

ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
金
沢
氏
は
、
現
存
す
る
襖
絵
が
養
徳
院
に
あ
っ
た
時
の
各

室
を
復
元
し
、そ
の
二
十
八
面
の
う
ち
「
芦
雁
図
襖
」
二
面
と
四
面
、「
山
水
図
襖
」

四
面
と
二
面
、「
琴
棋
書
画
図
襖
」
八
面
の
計
二
十
面
が
小
栗
宗
湛
・
宗
継
の
作

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、牧
谿
様
の
「
芦
雁
」
が
「
芦
雁
図
襖
」、夏
珪
様
の
「
障

子
六
枚
」
が
「
山
水
図
襖
」
四
面
に
あ
て
は
ま
る
と
指
摘
し
て
い
る９
。
続
い
て
、

武
田
恒
夫
氏
は
旧
養
徳
院
襖
絵
の
画
面
構
成
を
分
析
し
、「
小
栗
宗
継
が
、
障
子

絵
制
作
に
あ
た
っ
て
、
夏
珪
画
や
牧
谿
画
の
画
様
を
絵
手
本
と
し
て
、
図
様
調
整

に
つ
と
め
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」10

と
の
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
山
本
英
男
氏
は
金
沢
氏
と
武
田
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
、
山
口
県
立
美

術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
文
化
六
〈
已
巳
〉
年
（
筆
者
注
・
一
八
〇
九
）
八
月
」

の
墨
書
を
も
つ
養
徳
院
襖
絵
の
縮
図
及
び
紙
継
き
や
引
手
跡
な
ど
を
取
り
上
げ
、

旧
養
徳
院
襖
絵
に
お
け
る
改
変
の
状
況
を
検
討
し
て
い
る11
。現
在
の
襖
四
面
の「
山

水
図
襖
」
は
幅
九
三
セ
ン
チ
前
後
の
襖
五
面
分
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
夏
珪

様
の
「
障
子
六
枚
」
を
改
装
し
た
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
形
状
が
大
幅

に
改
変
さ
れ
、
画
面
右
側
の
図
様
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
改
変
時
期
は
養
徳
院
が
大
徳
寺
山
内
に
移
転
し
た
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
や

建
物
の
改
造
の
行
わ
れ
た
明
暦
二
年
（
一
六
五
五
）
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

以
上
、
現
存
す
る
旧
養
徳
院
襖
絵
の
う
ち
「
山
水
図
襖
」
四
面
と
二
面
、「
琴

棋
書
画
図
襖
」
八
面
、「
芦
雁
図
襖
」
六
面
の
計
二
十
面
は
小
栗
宗
湛
・
宗
継
の

作
で
あ
り
、
筆
様
に
よ
る
制
作
で
完
成
し
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
「
山

水
図
襖
」
に
は
図
様
の
欠
失
や
補
筆
が
目
立
つ
部
分
も
認
め
ら
れ
る
が
、
主
な
モ

チ
ー
フ
の
図
様
は
改
変
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
養
徳
院
襖
絵
に
関
し
て
は
、「
山
水
図
襖
」
四
面
の
夏
珪
様
と
「
芦
雁
図
襖
」

の
牧
谿
様
と
は
ど
の
よ
う
な
図
様
な
の
か
、
そ
れ
ら
の
図
様
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
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さ
れ
た
の
か
、「
琴
棋
書
画
図
襖
」
は
誰
の
筆
様
を
参
照
し
た
の
か
と
い
っ
た
未

解
決
の
問
題
が
あ
る
。
本
稿
は
ま
ず
「
山
水
図
襖
」
四
面
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ

の
図
様
の
由
来
と
制
作
状
況
を
検
討
す
る
。

（
二
）
夏
珪
様
の
受
容
に
つ
い
て

　

室
町
水
墨
画
と
夏
珪
の
山
水
画
巻
の
関
係
は
す
で
に
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る12
。「
夏
珪
の
山
水
画
巻
」
の
呼
称
は
、
諸
氏
の
研
究
に
沿
っ
て
、

室
町
時
代
の
画
家
、
鑑
賞
者
が
夏
珪
筆
と
認
識
し
た
山
水
画
巻
と
い
う
意
味
で
用

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
全
て
夏
珪
の
真
作
で
あ
っ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
多
く
は
明
代
に
描
か
れ
た
夏
珪
画
の
流
れ
を
汲
む
亜
流
作
で

あ
っ
た
と
み
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。
山
下
裕
二
氏
は
、
足
利
将
軍
家
所
蔵
の
夏
珪
の

山
水
画
巻
と
瀟
湘
八
景
図
の
図
様
構
成
が
、
十
五
世
紀
後
半
の
山
水
画
制
作
の
規

範
と
さ
れ
た
こ
と
を
解
明
し
た13
。
ま
た
、
畑
靖
紀
氏
は
、
夏
珪
様
が
当
時
の
将
軍

権
力
を
文
化
的
な
面
か
ら
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る14
。
し
か
し
、
室

町
時
代
に
伝
来
し
た
夏
珪
の
山
水
画
巻
と
瀟
湘
八
景
図
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
図
様
の
詳
細
は
類
推
を
重
ね
て
復
元
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　

夏
珪
様
に
関
す
る
研
究
で
、
つ
ね
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
室
町
時
代
の
禅

僧
・
正
宗
龍
統
の
詩
文
集
『
禿
尾
長
柄
帚
』
に
収
録
さ
れ
る
「
屏
風
画
記
」
と
い

う
文
章
で
あ
る15
。
こ
の
文
章
は
、
塚
原
晃
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た16
。
そ

の
序
文
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

名
を
真
芸
と
曰
ふ
。
思
致
清
婉
に
し
て
世
を
擧
げ
て
嘉
尚
せ
ら
る
。
予
の
為
に

水
墨
を
以
て
屏
十
二
曲
を
掃
す
る
も
、
素
よ
り
予
の
篤
き
を
知
り
、
以
て
特
に

夏
珪
国
本
を
披
き
、
人
事
を
絶
ち
て
摸
す
こ
と
一
歳
を
閲
し
て
畢
れ
り
。
自
ら

謂
ふ
に
、
美
を
盡
せ
り
。（
塚
原
氏
読
み
下
し
文
、
筆
者
の
判
断
に
よ
る
若
干

の
訂
正
箇
所
が
あ
る
。
以
下
同
様
）

こ
の
一
文
に
よ
れ
ば
、
将
軍
家
の
同
朋
衆
を
務
め
た
芸
阿
弥
は
、
正
宗
の
希
望
に

よ
り
、「
特
に
」「
夏
珪
国
本
」
を
「
摸
」
し
て
一
年
を
か
け
て
水
墨
の
屏
風
「
十

二
曲
」（
六
曲
一
双
）
を
描
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
夏
珪
国
本
」
と
は
足

利
将
軍
家
所
蔵
の
夏
珪
の
山
水
画
巻
で
、
そ
う
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
名
品
だ
っ
た17
。

　

山
下
氏
に
よ
っ
て
、
夏
珪
の
山
水
画
巻
は
大
巻
グ
ル
ー
プ
と
小
巻
グ
ル
ー
プ
の

二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
大
巻
グ
ル
ー
プ
に
は
、伝
夏
珪
筆
「
溪
山
清
遠
図
巻
」

（
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
、
以
下
「
故
宮
本
」）、
伝
夏
珪
筆
「
山
水
図
」（
畠
山
記
念

館
蔵
、
挿
図
２
、
以
下
「
畠
山
本
」）、
伝
馬
遠
筆
「
山
水
図
巻
」（
フ
リ
ー
ア
美

術
館
蔵
、
挿
図
３
、
以
下
「
フ
リ
ー
ア
本
」）、
伝
夏
珪
筆
「
江
城
図
」（
現
所
在

不
明
）18
な
ど
が
あ
る
。
小
巻
グ
ル
ー
プ
に
は
伝
夏
珪
筆
「
山
水
十
二
景
図
巻
」（
ネ

ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
蔵
、
以
下
「
ネ
ル
ソ
ン
本
」）
や
伝
夏
珪
筆
「
山

水
十
二
景
図
巻
」（
イ
ェ
ー
ル
大
学
美
術
館
蔵
、
挿
図
４
、
以
下
「
イ
ェ
ー
ル
本
」）

な
ど
が
代
表
的
作
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
グ
ル
ー
プ
は
い
ず
れ
も
室

町
水
墨
画
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る19
。
こ
れ
ら
両
グ

ル
ー
プ
以
外
に
も
、
夏
珪
の
表
現
を
継
承
し
て
い
る
山
水
画
巻
の
一
群
が
存
在
し
、

畑
氏
は
こ
れ
ら
を
江
山
無
尽
図
巻
群
と
称
し
て
い
る20
。
代
表
的
な
作
品
に
、
伝
夏

珪
筆
「
江
山
無
尽
図
巻
」（
遼
寧
省
博
物
館
、
以
下
「
遼
寧
本
」）、
伝
戴
進
筆
「
山
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高
水
長
図
巻
」（
広
州
芸
術
博
物
院
蔵
、
挿
図
５
、
以
下
「
広
州
本
」）、
伝
沈
周

筆
「
江
山
清
遠
図
巻
」（
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
）、「
山
水
図
巻
」（
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ

ン
タ
リ
オ
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
図
像
か

ら
派
生
し
て
お
り
、
大
、
小
両
グ
ル
ー
プ
の
図
様
を
継
承
し
、
元
時
代
か
ら
明
時

代
の
作
品
と
指
摘
さ
れ
て
い
る21
。
本
稿
は
、
両
氏
の
論
に
し
た
が
い
、
夏
珪
の
山

水
画
巻
を
、
溪
山
清
遠
図
巻
群
、
山
水
十
二
景
図
巻
群
と
江
山
無
尽
図
巻
群
の
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
。

　

ま
た
、
夏
珪
の
山
水
画
巻
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
以
外
に
も
多
数
現
存
し
て
い
る
。

例
え
ば
、伝
夏
珪
筆
「
溪
山
無
尽
図
巻
」（
台
北
歴
史
博
物
館
蔵
）、伝
夏
珪
筆
「
長

江
万
里
図
巻
」（
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。
現
存
す
る
多
く
の
夏
珪

画
の
流
れ
を
汲
む
亜
流
作
の
存
在
か
ら
、
十
四
、
十
五
世
紀
ご
ろ
の
中
国
で
は
、

こ
の
よ
う
な
夏
珪
様
の
山
水
画
巻
が
大
流
行
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
同
じ
頃
に
、

夏
珪
の
名
を
冠
す
る
山
水
画
巻
が
い
く
つ
か
日
本
に
招
来
さ
れ
、「
夏
珪
国
本
」

も
ま
た
こ
の
よ
う
な
画
巻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
夏
珪
国
本
」
以

外
に
も
、
夏
珪
様
の
規
範
と
し
て
足
利
将
軍
家
旧
蔵
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る22
。

　

こ
れ
ら
の
山
水
画
巻
の
特
徴
的
な
図
様
や
モ
チ
ー
フ
は
、
型
と
な
り
、
室
町
水

墨
画
に
好
ん
で
転
用
さ
れ
た
。
旧
養
徳
院
の
「
山
水
図
襖
」
も
夏
珪
の
山
水
画
巻

を
も
と
に
し
て
夏
珪
様
を
描
い
て
い
る
可
能
性
が
島
尾
新
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
言

及
さ
れ
て
き
た
が23
、
具
体
的
な
作
品
比
較
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
は
改

め
て
こ
の
図
様
の
由
来
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
現
存
す

る
種
々
の
夏
珪
画
巻
の
図
様
と
「
屏
風
画
記
」
の
記
述
と
の
比
較
は
不
十
分
の
た

め
、
日
本
に
伝
来
し
た
「
夏
珪
国
本
」
の
図
様
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
山

水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
画
巻
の
受
容
の
様
相
も
鮮
明
に
で
き
て
い
な
い
の
で
あ

る
。

二
、「
夏
珪
国
本
」
と
「
山
水
図
襖
」

（
一
）
夏
珪
の
山
水
画
巻
と
「
夏
珪
国
本
」

　

現
存
す
る
「
山
水
図
襖
」
四
面
は
も
と
も
と
夏
珪
様
「
障
子
六
枚
」
の
一
部
分

で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
全
体
の
構
図
を
考
察
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

各
モ
チ
ー
フ
の
図
様
に
は
大
き
な
改
変
が
な
い
と
考
え
ら
れ
、
作
品
比
較
を
通
じ

て
、
宗
継
に
よ
る
筆
様
制
作
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
本
節
は

失
わ
れ
た
「
夏
珪
国
本
」
の
原
像
を
探
り
、「
山
水
図
襖
」
と
「
夏
珪
国
本
」
の

関
係
性
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
現
存
す
る
諸
種
の
夏
珪
の
山
水
画
巻
と

「
屏
風
画
記
」
の
記
録
を
比
較
し
、「
夏
珪
国
本
」
の
原
像
の
性
格
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

「
屏
風
画
記
」
の
記
録
と
塚
原
氏
の
論
文
に
し
た
が
え
ば
、
芸
阿
弥
が
「
夏
珪
国

本
」
を
「
摸
」
し
て
一
年
を
か
け
て
描
い
た
「
屏
風
十
二
曲
」
の
主
な
図
様
は
以

下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①　

呀
焉
の
洞

②　

上
豊
下
狭
の
岩
山

③　

二
軒
の
廬
と
竹
林
と
柵

④　

山
市

⑤　

橋
を
渡
る
僧
侶



旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
　
　
孫
　
文
祺

（27）

⑥　

二
列
の
連
峰
と
右
に
囲
み
左
に
繞
る
両
洲

⑦　

高
い
帆
柱
が
あ
る
商
船
と
数
艇
の
小
舟

⑧　

亭
で
観
瀑
す
る
両
客

⑨　

大
寺
院
と
六
重
の
塔

⑩　

外
は
江
水
、
内
は
山
田

⑪　

落
雁

⑫　

鼇
山
と
馬
陵

⑬　

平
遠
の
連
山
と
鯨
の
よ
う
な
長
洲

⑭　

五
峰
の
雪
山
と
龍
の
よ
う
な
連
峰

⑮　

茅
屋
と
門
前
の
雪
を
掃
く
奴

⑯　

丸
い
山
の
下
に
大
き
な
商
船

　

中
で
も
特
徴
的
な
図
様
で
あ
る
①
「
呀
焉
の
洞
」
に
つ
い
て
、「
屏
風
画
記
」

は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

春
、
乃
ち
山
の
雲
際
に
噴
踊
す
る
も
の
は
五
。
前
の
二
、
墨
濃
く
し
て
重
厚
、

古
木
は
森
を
戟
す
。
後
の
三
、
淡
に
し
て
不
毛
、
白
雲
巧
遮
す
、
其
の
下
に
呀

焉
の
洞
有
り
。
洞
に
門
有
り
て
開
闔
す
べ
し
。
松
と
雜
樹
、
屈
し
て
門
を
蔽
ふ
。

旁
ら
に
早
梅
の
花
を
着
く
る
有
り
、
愛
す
べ
し
。
寔
に
温
粹
秀
潤
の
發
す
る
所

な
り
。
門
前
に
主
客
の
偶
び
て
語
る
者
あ
り
。
石
を
以
て
床
と
為
す
。
一
童
傍

ら
に
立
ち
て
盞
を
持
ち
将
に
薦
め
ん
と
す
。
一
童
炉
に
據
り
火
を
煽
り
𩰮
を
炒

り
酒
を
温
む
。（
後
略
）

　
「
雲
際
に
噴
踊
す
る
」
高
い
山
の
下
に
松
と
雜
樹
、
開
花
す
る
梅
に
囲
ま
れ
て

門
の
あ
る
洞
窟
（「
呀
焉
の
洞
」）
が
あ
り
、
門
前
に
主
と
客
が
語
っ
て
い
る
。
こ

の「
呀
焉
の
洞
」の
光
景
は
、溪
山
清
遠
図
巻
群
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、イ
ェ
ー

ル
大
学
本
な
ど
の
山
水
十
二
景
図
巻
群
の
中
に
近
似
す
る
構
成
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
、
伝
夏
珪
画
の
な
か
に
あ
っ
て
、
か
な
り
特
徴
的
な
図
様
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る24
。
し
か
し
、筆
者
は
、溪
山
清
遠
図
巻
群
の
中
に
も
近
似
す
る
構
成
（
挿

図
６
）
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、
江
山
無
尽
図
巻
群
に

も
「
呀
焉
の
洞
」
ら
し
き
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
（
挿
図
５
）
が
描
か
れ
て
い
る25
。
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
の
「
呀
焉
の
洞
」
の
図
様
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的

な
発
想
は
同
じ
で
あ
る
。

　

三
種
の
「
呀
焉
の
洞
」
の
原
型
は
夏
珪
筆
「
山
水
十
二
景
図
巻
」
の
「
霊
巌
対

奕
」
と
い
う
場
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
臣
夏
珪
画
」
の
落
款
が
あ
る
ネ
ル

ソ
ン
本
に
は
「
遙
山
書
雁
」・「
煙
村
帰
渡
」・「
漁
笛
清
幽
」・「
煙
堤
晩
泊
」
の
四

つ
の
題
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、元
来
は
前
半
に
「
江
皐
玩
遊
」・「
汀
洲
静
釣
」・

「
清
市
炊
煙
」・「
清
江
写
望
」・「
茂
林
佳
趣
」・「
梯
空
煙
寺
」・「
霊
巌
対
奕
」・「
奇

峰
孕
秀
」
の
さ
ら
に
八
つ
の
景
、
合
わ
せ
て
十
二
景
に
相
当
す
る
題
字
と
景
観
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る26
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
は
、
ネ
ル
ソ
ン
本
に
四
景
、

イ
ェ
ー
ル
本
に
十
二
景
が
確
認
で
き
る
。「
霊
巌
対
奕
」
の
景
（
挿
図
７
）
は
、

二
つ
の
え
ぐ
ら
れ
た
崖
で
ア
ー
チ
型
の
洞
窟
を
表
し
、
そ
の
中
で
二
人
の
人
物
が

囲
碁
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
崖
か
ら
松
な
ど
の
植
物
が
伸
び
、
洞
窟
の
右
下

に
ア
ー
チ
型
の
橋
が
あ
り
、
旅
人
が
渡
っ
て
い
る
。

　
「
霊
巌
対
奕
」
と
類
似
す
る
図
様
は
故
宮
本
、
フ
リ
ー
ア
本
な
ど
の
溪
山
清
遠
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図
巻
群
の
中
に
も
確
認
で
き
る
。
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
「
呀
焉
の
洞
」
は
い
く
つ

険
し
い
山
々
の
下
に
あ
り
、「
屏
風
画
記
」
の
記
述
と
合
致
し
て
い
る
。
故
宮
本

の
洞
窟
の
図
様
は
か
な
り
簡
略
化
し
、
対
談
す
る
二
人
の
み
描
か
れ
て
い
る
が
、

フ
リ
ー
ア
本
の
図
様
（
挿
図
６
）
は
会
談
す
る
二
人
の
人
物
の
ほ
か
、
洞
窟
の
や

や
上
に
開
花
す
る
梅
の
木
が
描
か
れ
て
お
り
、
人
物
の
後
ろ
に
門
ら
し
き
も
の
が

あ
る
。

　

広
州
本
や
遼
寧
本
の
「
呀
焉
の
洞
」（
挿
図
５
）
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
す
る
崖

で
ア
ー
チ
型
の
洞
窟
を
表
し
、
そ
の
洞
窟
の
真
ん
中
か
ら
流
れ
る
滝
、
崖
か
ら
伸

び
る
植
物
と
い
う
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
を
描
き
出
し
て
い
る
。
三
種
の
「
呀
焉
の
洞
」

の
図
様
と
「
屏
風
画
記
」
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
芸
阿
弥
の
屏
風
の
「
呀
焉
の

洞
」
は
フ
リ
ー
ア
本
に
近
い
構
成
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

②
上
豊
下
狭
の
岩
山
、
③
二
軒
の
廬
と
竹
林
と
柵
の
図
様
は
三
種
の
夏
珪
画
巻

に
も
近
似
す
る
構
成
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
④
山
市
の
場
面
は「
屏
風
画
記
」

に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

凡
そ
市
の
形
を
為
す
は
、
屋
の
頭
を
尖
ら
せ
て
比
ぶ
も
の
四
。
屋
前
に
長
床
を

置
き
兩
人
対
酌
す
。
中
に
長
机
を
設
け
、
飲
器
食
器
及
び
瓶
甌
を
布
置
す
。
内

外
に
茲
を
作
り
設
く
る
は
両
處
。
甑
有
り
、
又
壺
有
り
。
時
須
に
応
ぜ
ん
と
欲

す
る
が
如
し
。
東
窓
に
坐
し
て
對
す
る
者
二
人
。
後
に
別
の
屋
有
り
。
衡
門
に

戸
あ
ら
ず
。

　

こ
の
山
市
の
場
面
に
は
建
物
が
四
軒
あ
り
、
屋
内
外
の
二
箇
所
に
長
机
を
設
け
、

酒
器
食
器
な
ど
を
布
置
し
、
屋
の
前
に
対
酌
す
る
者
、
東
窓
に
対
座
す
る
者
な
ど

が
配
さ
れ
て
い
る
。
人
物
が
七
人
、
犬
が
一
匹
描
か
れ
て
い
る
。
建
物
に
は
戸
の

な
い
衡
門
が
設
け
ら
れ
、
岸
辺
に
は
籬
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
共
通
す
る
山
市

の
図
様
は
、
溪
山
清
遠
図
巻
群
と
山
水
十
二
景
図
巻
群
に
も
見
ら
れ
る
。
畠
山
本

の
山
市
（
挿
図
10
）
は
茅
屋
が
四
軒
あ
り
、
屋
内
に
長
机
を
設
け
、
東
窓
に
対
座

す
る
者
な
ど
が
配
さ
れ
て
い
る
。
人
物
が
四
人
、
犬
が
一
匹
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
屏
風
画
記
」
の
記
述
か
ら
山
市
入
る
手
前
に
竹
藪
が
あ
り
、
そ
の
側
に
収

穫
し
た
穀
物
が
う
ず
高
く
積
ま
れ
、
そ
の
上
に
禾
稗
が
葺
か
れ
、
周
り
に
は
柵
が

建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
は
畠
山
本
の
山
市
に
も
見
ら
れ
、

市
と
橋
が
近
接
す
る
風
景
も
畠
山
本
な
ど
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
と
共
通
す
る27
。
ま

た
、
山
水
十
二
景
図
巻
群
の
イ
ェ
ー
ル
本
に
も
山
市
と
橋
が
近
接
す
る
風
景
が
あ

り
、
茅
屋
と
人
物
の
配
置
が
異
な
る
が
、
基
本
の
構
成
が
畠
山
本
と
共
通
し
て
い

る
。

　

⑦
高
い
帆
柱
が
あ
る
商
船
と
数
艇
の
小
舟
の
記
述
と
符
合
す
る
図
様
は
、「
江

城
図
」
な
ど
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
に
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
雪
舟
の
「
山

水
長
巻
」
に
お
い
て
も
、
幾
分
改
変
を
加
え
ら
れ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る28
。

　

⑧
観
瀑
す
る
両
客
に
つ
い
て
、「
屏
風
画
記
」
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

堂
あ
り
。
瓦
を
以
て
庇
ひ
、
欄
を
以
て
遮
る
。
堂
を
下
り
少
ら
く
匝
り
て
路
有

り
。（
中
略
）
そ
の
下
に
両
佳
客
有
り
。
欄
の
両
角
皐
比
に
坐
し
、瀑
布
を
観
る
。

　

フ
リ
ー
ア
本
（
挿
図
８
）
な
ど
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
と
江
山
無
尽
図
巻
群
に
は
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観
瀑
の
場
面
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
両
客
が
観
瀑
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
溪
山
清
遠

図
巻
群
の
み
瀑
布
の
近
く
に
亭
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
瀑
上
の
峭
岳
は
屹

乎
た
り
。
巔
に
樹
有
り
。
叢
生
す
る
こ
と
雙
ひ
の
緑
髻
を
束
ね
る
が
如
し
」
の
よ

う
に
、
芸
阿
弥
の
屏
風
の
図
様
は
、
瀑
布
の
上
に
険
し
い
山
が
聳
え
、
山
頂
に
樹

木
が
叢
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
図
様
構
成
は
フ
リ
ー
ア
本
と

近
似
し
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
観
瀑
す
る
場
面
は
ア
ー
チ
型
の
洞
窟
に
モ
チ
ー

フ
を
配
す
る
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
り
、「
呀
焉
の
洞
」
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。

　

⑨
大
寺
院
と
六
重
の
塔
に
つ
い
て
、
山
間
の
寺
院
は
す
べ
て
の
夏
珪
画
巻
に
見

ら
れ
る
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
塔
は
「
山
水
図
巻
」（
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ン
タ
リ

オ
博
物
館
蔵
）
の
み
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
⑩
山
田
の
場
面
は
、
フ
リ
ー
ア

本
に
近
似
す
る
構
成
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
他
の
伝
夏
珪
画
に
は
見
ら
れ
な
い
、

特
徴
的
な
図
様
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る29
。
⑮
茅
屋
と
門
前
の
雪
を
掃
く
奴
の

図
様
は
三
種
の
夏
珪
画
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、伝
夏
珪
筆
「
湖
畔
幽
居
図
」

（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
、
挿
図
16
）
に
近
似
す
る
構
成
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
、
芸
阿
弥
の
「
屏
風
十
二
曲
」
と
共
通
す
る
特
徴
的
な
図
様
と
し
て
は
、

①
三
種
の
夏
珪
画
巻
に
見
ら
れ
る
「
呀
焉
の
洞
」、
②
溪
山
清
遠
図
巻
群
と
山
水

十
二
景
図
巻
群
に
見
ら
れ
る
山
市
、
③
溪
山
清
遠
図
巻
群
に
見
ら
れ
る
数
艇
の
高

い
帆
柱
が
あ
る
船
、
④
フ
リ
ー
ア
本
に
見
ら
れ
る
水
田
の
光
景
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
三
種
の
夏
珪
画
巻
の
な
か
で
、「
屏
風
画
記
」
の
記
述
と
最
も
符
合
す
る
の

は
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
フ
リ
ー
ア
本
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
室
町
水
墨

画
と
共
通
す
る
図
様
に
⑤
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
橋
上
の
楼
閣
と
交
差
す
る
双
松
、

⑥
フ
リ
ー
ア
本
の
近
景
の
柳
樹
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
芸
阿
弥
が
「
摸
」
し

た
「
夏
珪
国
本
」
と
呼
ば
れ
た
山
水
画
巻
は
、
フ
リ
ー
ア
本
の
よ
う
な
溪
山
清
遠

図
巻
群
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
室
町
水
墨
画
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
畠
山
本
と
「
江
城
図
」

は
故
宮
本
と
フ
リ
ー
ア
本
な
ど
、
ほ
か
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図

様
を
持
っ
て
い
る
が
、
モ
チ
ー
フ
や
景
物
が
ず
っ
と
豊
富
で
、
よ
り
細
密
な
描
写

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
図
は
、
狩
野
探
幽
が
模
し
た
模
本
（「
探
幽
縮
図
」）

が
残
っ
て
お
り
、
室
町
時
代
に
伝
来
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
も
と

も
と
一
巻
を
な
し
て
い
た
畠
山
本
と
「
江
城
図
」
は
、「
夏
珪
国
本
」
の
断
簡
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）「
山
水
図
襖
」
と
「
夏
珪
国
本
」

　
「
山
水
図
襖
」
は
「
夏
珪
様
」
で
描
か
れ
た
こ
と
が
史
料
上
に
明
記
さ
れ
る
唯

一
の
現
存
作
例
で
、
夏
珪
様
研
究
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
図
様
の
検
討
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
山
水
図
襖
」

の
夏
珪
様
受
容
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、「
山
水
図
襖
」
が
「
夏
珪

国
本
」
の
図
様
を
転
用
し
た
可
能
性
を
考
察
し
た
い
。

　

宗
継
は
足
利
義
政
の
御
用
絵
師
で
あ
る
宗
湛
の
息
子
で
あ
り
、
将
軍
家
所
蔵
の

中
国
絵
画
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。「
山
水
図
襖
」
全
体
の

図
様
構
成
は
フ
リ
ー
ア
本
の
一
部
（
挿
図
３
）
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

ら
か
に
夏
珪
の
山
水
画
巻
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
様
制
作
に
お

け
る
図
様
の
転
用
に
は
、「
テ
ー
マ
」、「
ユ
ニ
ッ
ト
」、「
モ
チ
ー
フ
」
の
三
つ
の
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レ
ベ
ル
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る30
。
主
要
な
「
テ
ー
マ
」
か
ら
見
る
と
、「
山

水
図
襖
」
の
図
様
構
成
は
右
か
ら
、
林
家
、
水
景
、
山
市
、
瀑
布
、
山
村
の
展
開

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
テ
ー
マ
」
と
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
三
種
の
夏
珪
の
山

水
画
巻
に
も
見
ら
れ
る
。

　
「
山
水
図
襖
」の
な
か
で
も
特
に
第
二
面
の
図
様
は
、ま
ぎ
れ
も
な
く
畠
山
本（
挿

図
10
）
な
ど
の
夏
珪
画
巻
の
図
様
を
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
描

か
れ
て
い
る
の
は
山
市
の
部
分
に
あ
た
る
場
面
（
挿
図
９
）
で
あ
る
。
こ
の
山
市

の
場
面
は
、
溪
山
清
遠
図
巻
群
を
特
色
づ
け
る
重
要
な
象
徴
的
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る31
。「
山
水
図
襖
」
に
は
、
三
軒
の
建
物
の
中
に
計
六
人
の
人

物
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
の
茅
屋
に
は
、
長
い
す
に
座
り
対
酌
す
る
二
人
の
男

性
と
酒
を
薦
め
る
侍
童
一
人
が
見
え
る
。
そ
の
後
ろ
の
茅
屋
に
は
紡
ぎ
車
を
く
る

女
性
が
お
り
、
右
の
茅
屋
に
は
対
談
す
る
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
水
辺

に
は
一
人
の
人
物
と
二
匹
の
驢
馬
が
お
り
、
水
上
に
は
小
舟
が
二
艘
浮
か
ぶ
。
岩

や
茅
屋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舟
と
人
物
な
ど
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
共
通
し
て

い
る
の
が
見
て
と
れ
る
。
特
に
、
水
上
の
舟
か
ら
陸
上
の
人
物
に
荷
物
を
渡
す
図

様
（
挿
図
11
）
は
故
宮
本
や
畠
山
本
（
挿
図
12
）
な
ど
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
山

市
の
場
面
の
同
じ
場
所
に
す
べ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
山
市
を
構
成
す
る
上

で
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
山
市
の
場
面
を
転
用
し
た
伝
周
文
筆

「
山
水
図
屏
風
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
や
承
虎
筆
「
山
水
図
」（
岡
山

県
立
美
術
館
蔵
）
は
位
置
こ
そ
や
や
変
更
し
て
い
る
が
、
や
は
り
舟
か
ら
荷
物
を

渡
す
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
夏
珪
の
画
巻
は
小
舟
一
艘
と
人
物
四
人

が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
宗
継
が
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
小
舟
二
艘
と
人

物
五
人
に
変
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
茅
屋
の
手
前
に
は
大
き
な
岩
が
置
か

れ
、
そ
の
上
に
曲
折
し
な
が
ら
樹
幹
を
上
に
伸
ば
す
双
松
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
下
方
に
は
左
斜
め
上
に
せ
り
上
が
る
平
た
い
岩
が
配
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
13
）。

こ
れ
と
同
様
の
岩
の
組
み
合
わ
せ
は
、
故
宮
本
（
挿
図
14
）
や
フ
リ
ー
ア
本
な
ど

の
大
巻
グ
ル
ー
プ
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
二
面
の
図
様
は

溪
山
清
遠
図
巻
群
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
三
面
の
右
下
で
は
、
濃
淡
二
つ
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
崖
を
前
後
に
配
し
、

ア
ー
チ
型
の
入
り
口
を
も
つ
洞
窟
を
表
し
て
い
る
（
挿
図
15
）。
崖
の
上
に
は
松

と
梅
が
あ
り
、
二
つ
の
崖
の
間
に
瀑
布
が
流
れ
、
人
物
が
歩
い
て
い
る
橋
の
下
に

落
ち
る
図
様
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
通
す
る
図
様
は
、
フ
リ
ー
ア
本
（
挿
図
８
）
や

江
山
無
尽
図
巻
群
の
諸
本
（
挿
図
５
）
の
観
瀑
の
テ
ー
マ
に
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
ア
ー
チ
型
の
洞
窟
は
、
フ
リ
ー
ア
本
や
江
山
無
尽
図
巻
群
の
観
瀑
の
場
面

を
変
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
フ
リ
ー
ア
本
と
広
州
本
や

遼
寧
本
の
観
瀑
の
場
面
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
す
る
崖
で
ア
ー
チ
型
の
洞
窟
を
表
し
、

そ
の
洞
窟
の
真
ん
中
か
ら
流
れ
る
滝
、
崖
か
ら
伸
び
る
植
物
と
い
う
空
間
ユ
ニ
ッ

ト
を
描
き
出
し
て
い
る
。「
山
水
図
襖
」
に
も
同
じ
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
宗
継
は
夏
珪
の
観
瀑
の
場
面
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
再
構
成
し
た
図
様
を

「
山
水
図
襖
」
に
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
第
四
面
の
山
村
の
場
面
で
、
水
辺
の
高
い
岩
山
の
下
に
竹
林
で
囲
ま
れ

た
数
軒
の
茅
屋
を
配
し
、
後
ろ
に
土
坡
と
霧
の
中
の
森
を
配
置
す
る
と
こ
ろ
は
、

伝
夏
珪
筆
「
湖
畔
幽
居
図
」（
挿
図
16
）
と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

竹
林
で
囲
ま
れ
た
茅
屋
と
背
後
の
土
坡
や
森
の
図
様
も
「
湖
畔
幽
居
図
」
を
忠
実
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に
反
映
し
て
い
る
。

　

以
上
、「
山
水
図
襖
」
の
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
や
、
そ
れ
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
の

図
様
の
多
く
は
溪
山
清
遠
図
巻
群
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、

「
山
水
図
襖
」
は
畠
山
本
な
ど
の
溪
山
清
遠
図
巻
群
に
由
来
す
る
図
様
を
参
考
し

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
夏
珪
国
本
」
は
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
様
は
「
夏
珪
国
本
」
に
由
来
す
る
可
能
性

が
高
い
。

（
三
）
宗
継
の
夏
珪
様
に
よ
る
制
作

　

宗
継
は
、
養
徳
院
の
「
山
水
図
襖
」
以
外
に
も
、
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
を
多
く

行
っ
た
こ
と
が
『
日
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
継
の
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
を
考

察
す
る
た
め
に
は
、『
日
録
』
に
お
け
る
宗
継
の
画
業
に
関
す
る
記
録
を
改
め
て

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
延
徳
元
年
九
月
九
日
、
堺
か
ら
上
洛
し
た
宗
継

が
、
画
軸
を
亀
泉
集
証
に
贈
呈
し
た
際
の
『
日
録
』
の
記
述
を
見
よ
う
。

　

月
船
坊
上
洛
持
軸
画
来
恵
之
。
蓋
瀑
布
也
。
夏
珪
様
也
。
画
本
在
公
方
云

3々2

　

宗
継
が
持
参
し
た
画
軸
は
夏
珪
様
の
瀑
布
図
で
あ
り
、
画
本
と
な
っ
た
絵
は
将

軍
家
に
あ
る
と
い
う33
。
つ
ま
り
、
こ
の
夏
珪
様
の
瀑
布
図
は
将
軍
家
の
夏
珪
作
品

を
も
と
に
制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

宗
継
は
上
洛
し
て
以
後
、
堺
に
留
っ
て
い
た
が
、
翌
延
徳
二
年
の
六
月
に
再
び

上
洛
し
、
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。

六
月
二
十
七
日　

北
房
自
今
晨
四
宮
方
。
私
宅
障
子
画
始
之
。

七
月
十
九
日　

晩
来
往
御
影
間
、
北
坊
所
筆
之
障
子
画
見
之
、
誠
衝
楼
跨
竈
云

者
也
。

八
月
一
日　

松
泉
座
頭
屏
下
画
、
今
日
始
之
。

八
月
五
日　

斎
前
松
泉
座
頭
屏
画
畢
功
。

八
月
十
二
日　

昌
子
話
云
。
養
徳
春
浦
禅
師
曾
命
自
牧
宗
湛
翁
筆
芦
雁
於
禅
室

障
上
。
近
日
続
其
室
広
之
、
又
令
湛
翁
息
継
公
亜
絵
事
。
見
之
者
皆
美
。
有
超

師
作
。

八
月
十
六
日　

北
房
帰
堺
。

　

宗
継
は
六
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
五
日
の
四
十
日
に
、
四
宮
方
私
宅
の
障
子
画
、

養
徳
院
の
「
山
水
図
襖
」
と
「
芦
雁
図
襖
」、
松
泉
座
の
頭
屏
を
完
成
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
前
節
で
ふ
れ
た
と
お
り
、
七
月
か
ら
、
大
徳
寺
養
徳
院
の
障
子

絵
を
描
き
は
じ
め
、
七
月
二
十
五
日
に
ま
ず
夏
珪
様
の
障
子
絵
六
枚
、
続
い
て
二

十
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
で
牧
谿
様
の
「
芦
雁
図
襖
」
四
枚
が
完
成

し
た
。
七
月
二
十
五
日
に
完
成
し
た
「
山
水
図
襖
」
は
い
つ
描
き
始
め
た
の
が
不

明
だ
が
、
四
宮
方
私
宅
障
子
画
の
制
作
を
考
慮
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
十
日
あ
た
り

と
考
え
ら
れ
る
。
十
九
日
に
亀
泉
が
御
影
間
で
見
た
障
子
絵
は
制
作
中
の
夏
珪
様

「
山
水
図
襖
」
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、夏
珪
様
の
「
山
水
図
襖
」
が
十
五
日
以
内
で
、

牧
谿
様
の
「
芦
雁
図
襖
」
が
四
日
で
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
か
な
り
早
い
制
作

で
あ
る
。

　

ま
た
、『
日
録
』
は
、
宗
継
が
松
泉
軒
書
院
に
夏
珪
様
の
八
景
図
を
描
き
、
慈
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藤
寮
に
も
夏
珪
様
の
襖
絵34
を
制
作
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。『
日
録
』延
徳
三
年（
一

四
九
一
）
の
各
条
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

六
月
三
日　

北
房
自
今
晨
松
泉
軒
客
殿
障
子
下
画
画
之
。
君
沢
様
也
。

六
月
十
四
日　

君
沢
四
幅
画
自
常
喜
軒
借
之
為
画
本
。
此
画
自
讃
州
来
云
々
。

北
房
一
見
云
、
曾
為
御
物
。
為
画
本
自
公
府
被
出
之
、
面
熟
之
画
云
々
。

六
月
二
十
九
日　

北
房
今
日
訖
客
殿
七
間
半
之
画
功
。

七
月
八
日　

北
房
画
障
子
八
景
也
。
自
今
日
始
之
。

七
月
二
十
一
日　

松
泉
軒
書
院
障
子
八
景
画
。
今
日
畢
其
功
。
夏
珪
様
真
本
也
。

七
月
二
十
六
日　

北
房
画
書
院
障
子
。
自
今
日
始
之
。
琴
碁
書
画
也
。

八
月
三
日　

琴
碁
書
画
訖
功
。

八
月
十
日　

遣
昌
子
於
玉
澗
軒
。
文
都
官
所
筆
花
鳥
屏
風
暫
借
。

八
月
十
一
日　

松
泉
御
所
間
障
子
花
鳥
画
北
房
筆
之
。
自
今
晨
始
之
。

九
月
二
十
五
日　

北
房
画
障
子
。

十
一
月
二
日　

調
二
千
疋
折
帋
贈
北
房
。
蓋
謝
座
敷
画
也
。

　

延
徳
三
年
六
月
三
日
か
ら
二
十
九
日
、
宗
継
は
亀
泉
集
証
が
造
営
し
た
相
国
寺

雲
頂
院
の
松
泉
軒
の
客
殿
の
障
子
絵
を
制
作
し
た
。
図
様
は
将
軍
家
旧
蔵
の
孫
君

沢
の
四
幅
対
を
画
本
と
し
た
「
君
沢
様
」
で
あ
る
。
七
月
八
日
か
ら
二
十
一
日
に

か
け
て
、
松
泉
軒
書
院
に
夏
珪
様
の
瀟
湘
八
景
図
が
描
か
れ
た
。
次
い
で
二
十
六

日
か
ら
八
月
三
日
の
九
日
間
で
琴
棋
書
画
図
を
描
き
、
十
一
日
か
ら
御
所
間
の
障

子
花
鳥
画
に
着
手
し
た
と
い
う
。
松
泉
軒
書
院
の
瀟
湘
八
景
図
は
養
徳
院
の
芦
雁

図
と
同
じ
、
父
・
宗
湛
の
画
業
を
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
録
』

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
三
月
十
四
日
条
に
「
松
泉
軒
御
成
。（
中
略
）
又
於
四

間
被
御
覧
小
栗
八
景
絵
、
尤
被
称
美
也
」
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
松
泉
軒
に
御

成
し
た
将
軍
足
利
義
政
は
、
四
間
に
て
小
栗
の
八
景
絵
を
御
覧
に
な
り
、
美
を
称

え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
機
縁
と
な
り
、
宗
湛
は
周
文
の
あ
と
を
継
い
で
将
軍

家
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
焼
亡
し
た
松
泉
軒
の
四
間
に
は
、

宗
湛
の
瀟
湘
八
景
図
が
あ
っ
た
か
ら
、
再
建
し
た
松
泉
軒
書
院
の
瀟
湘
八
景
図
は

宗
湛
の
画
業
を
継
ぐ
か
た
ち
で
、
宗
継
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
記
録
か
ら
、
宗
継
は
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
が
得
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
松
泉
軒
の
客
殿
障
子
絵
と
御
所
間
の
襖
絵
制
作
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
将
軍
家
旧
蔵
の
孫
君
沢
四
幅
対
、
玉
澗
軒
所
蔵
の
周
文
筆
花
鳥
画
屏
風

を
画
本
と
し
て
借
用
し
た
が
、
夏
珪
様
の
八
景
図
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
画
本
を

借
り
た
記
録
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
夏
珪
様
の
制
作
に
関
し
て
は
、

宗
継
自
身
が
夏
珪
様
の
紛
本
を
持
っ
て
い
て
、
絵
手
本
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
絵
画
の
図
様
を
大
画
面
へ
転
換
す
る
と
き
、
図
様
の

拡
大
に
伴
い
、
加
筆
及
び
ア
レ
ン
ジ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
料
か
ら
見
れ

ば
、
芸
阿
弥
は
夏
珪
様
の
屏
風
の
制
作
に
一
年
も
か
け
て
お
り
、
御
用
絵
師
で
あ

る
狩
野
正
信
も
東
求
堂
に
置
か
れ
た
障
子
絵
の
「
十
僧
図
」
の
完
成
ま
で
に
五
ヶ

月
ほ
ど
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
作
の
難
し
さ
が
伺
わ
れ
る35
。
ま
た
、
宗

継
の
松
泉
軒
客
殿
障
子
絵
の
制
作
で
は
君
沢
様
の
画
面
は
二
十
六
日
（
二
十
一

日
）、
周
文
様
の
花
鳥
画
は
四
十
五
日
（
二
十
三
日
）
以
上
か
け
て
完
成
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
夏
珪
様
の
画
面
は
わ
ず
か
十
三
日
（
六
日
）
で
完
成
さ
れ
た
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こ
と
が
わ
か
る36
。
や
は
り
、
夏
珪
様
「
瀟
湘
八
景
図
」
は
何
ら
か
の
大
画
面
に
適

用
す
る
紛
本
の
図
様
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
作
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宗
継
の

粉
本
類
は
、
宗
湛
が
御
用
絵
師
の
時
代
に
将
軍
家
の
所
蔵
品
を
も
と
に
、
宗
湛
あ

る
い
は
宗
継
が
作
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
小
栗
宗
湛
筆
「
山
水
図
巻
」（
九

州
国
立
博
物
館
蔵
）
は
こ
の
種
の
夏
珪
様
の
紛
本
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
紛
本

に
つ
い
て
、
島
尾
氏
は
「「
画
本
」
の
図
様
の
お
お
も
と
が
中
国
絵
画
に
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
常
に
「
原
本
」
た
る
中
国
画
が
直
接
に
反
映

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る37
。

　

養
徳
院
襖
絵
の
制
作
事
情
に
戻
ろ
う
。
養
徳
院
襖
絵
の
制
作
日
数
の
短
さ
と
、

父
・
宗
湛
の
画
業
を
継
い
て
描
か
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
考
え
る
と
、「
山
水
図
襖
」

と
「
芦
雁
図
襖
」
の
制
作
は
宗
湛
の
粉
本
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
、「
山
水
図
襖
」
は
夏
珪
の
山
水
画
巻
を
も
と
に
制
作
し
た
可
能
性
を
示

し
た
が
、
養
徳
院
襖
絵
の
制
作
に
あ
た
り
、
宗
継
が
直
接
に
「
夏
珪
国
本
」
を
参

照
し
た
可
能
性
は
低
い
。
お
そ
ら
く
、「
夏
珪
国
本
」
を
原
本
に
し
た
何
ら
か
の

紛
本
類
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
紛
本
類
は
す
で
に
ア
レ
ン
ジ
し

さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
そ
の
図
様
の
解
明
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、

同
じ
「
夏
珪
国
本
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
芸
阿
弥
の
紛
本
類
が
存
在
し
た
こ
と
は
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り38
、
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様

（
一
）
芸
阿
弥
筆
「
屏
風
十
二
曲
」

　

宗
継
の
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
の
実
態
を
考
察
す
る
た
め
に
、
当
時
の
夏
珪
様
解

釈
の
第
一
人
者
で
あ
る
芸
阿
弥39
の
影
響
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
下
氏
が
、

「
養
徳
院
画
の
分
析
に
際
し
て
も
、
夏
珪
―
芸
阿
弥
ラ
イ
ン
が
そ
の
鍵
を
握
る
」

と
い
う
展
望
を
示
し
た
よ
う
に
、
宗
継
が
参
照
し
た
絵
手
本
は
、
山
下
氏
の
言
う

夏
珪
様
山
水
図
に
お
け
る
「
芸
阿
弥
経
由
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」40

で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。
先
行
研
究
は
主
に
、
芸
阿
弥
の
弟
子
で
あ
る
祥
啓
の
作
品
や
、
小
栗

派
の
制
作
と
思
わ
れ
る
作
品
な
ど
を
取
り
上
げ
、「
芸
阿
弥
経
由
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
が
夏
珪
様
の
確
立
と
流
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
本
節
は
史
料
上
に
「
夏
珪
様
」
と
明
記
さ
れ
る
唯
一
の
現
存
作
例
で
あ
る

「
山
水
図
襖
」
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
に
お
け
る
芸
阿

弥
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

父
・
能
阿
弥
の
跡
を
継
い
で
足
利
義
政
に
同
朋
衆
と
し
て
仕
え
た
芸
阿
弥
は
、

禅
僧
た
ち
か
ら
「
国
工
」（
翰
林
葫
蘆
集
「
題
貧
楽
斎
詩
後
」）
や
、「
国
手
」（
芸

阿
弥
筆
「
観
瀑
図
」
賛
）
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
芸
阿
弥
の
唯
一
の
現
存
作
品
で

あ
る
「
観
瀑
図
」（
根
津
美
術
館
蔵
、
挿
図
22
）
は
掛
幅
で
あ
り
、
芸
阿
弥
経
由

の
夏
珪
様
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
正
宗

龍
統
の
「
屏
風
画
記
」
に
は
、
芸
阿
弥
が
描
い
た
「
屏
風
十
二
曲
」
の
図
様
が
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

芸
阿
弥
は
、
正
宗
の
希
望
に
よ
り
、「
夏
珪
国
本
」
を
「
摸
」
し
て
一
年
を
か

け
て
水
墨
の
「
十
二
曲
」
の
屏
風
を
描
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
夏
珪
国
本
」

を
忠
実
に
写
し
た
の
で
は
な
く
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
制
作
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
宗
継
が
受
容
し
た
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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塚
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
屏
風
画
記
」
の
記
述
と
最
も
よ
く
符
合
す
る

図
様
を
有
す
る
現
存
作
例
は
、
芸
愛
筆
「
山
水
図
巻
」（
文
化
庁
蔵
、
挿
図
17
、

以
下
「
芸
愛
本
」）
で
あ
る
。
芸
愛
は
、
山
本
英
男
氏
に
よ
っ
て
宗
継
の
兄
弟
と

言
わ
れ
る
宗
栗
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
画
人
で
あ
る41
。
ま

た
、
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」（
白
鶴
美
術
館
蔵
、
挿
図
18
、
以
下
「
白

鶴
本
」）
は
、
夏
珪
の
山
水
画
巻
と
図
様
的
関
係
が
深
い
と
言
わ
れ
て
き
た
「
芸

愛
本
」
と
相
似
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り42
、
白
鶴
本
も
芸
阿
弥
経

由
の
夏
珪
様
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
濃
厚
で
あ
る
。
よ
っ
て「
山
水
図
襖
」と「
屏

風
画
記
」
の
記
述
、
及
び
芸
愛
本
、
白
鶴
本
を
比
較
検
討
し
、「
山
水
図
襖
」
と

芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
の
関
係
を
解
明
し
た
い
。

（
二
）「
山
水
図
襖
」
と
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様

　

芸
愛
本
や
白
鶴
本
の
み
な
ら
ず
、「
山
水
図
襖
」
の
図
様
も
「
屏
風
画
記
」
の

記
述
と
共
通
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
山
水
図
襖
」
の
第
一
面
の
図
様

構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
つ
の
砂
州
が
寄
り
合
っ
て
湾
を
形
づ
く
る
。

両
州
の
上
に
橋
が
か
か
り
、
行
人
二
人
が
橋
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
。
橋
の
向
こ

う
の
森
の
中
に
三
軒
の
楼
閣
が
見
え
る
。
こ
の
図
様
は
、「
屏
風
画
記
」
の
「
林

深
く
し
て
人
家
を
失
す
る
が
如
し
。
両
洲
江
を
抱
き
、
右
に
囲
み
左
に
繞
る
」
の

記
述
と
よ
く
符
合
す
る
。

　

続
い
て
第
二
面
に
は
山
市
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
畠
山
本
「
山
水
図
」
や

「
山
水
十
二
景
」
な
ど
の
夏
珪
画
巻
に
も
山
市
の
描
写
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
山

市
の
図
様
を
大
画
面
に
転
用
し
た
図
様
は
、「
屏
風
画
記
」に
記
さ
れ
て
い
る
。「
屏

風
画
記
」
の
記
述
と
よ
く
似
た
図
様
は
芸
愛
本
（
挿
図
19
）
や
白
鶴
本
（
挿
図

20
）
の
山
市
の
場
面
に
見
ら
れ
る
。
芸
阿
弥
の
屏
風
や
芸
愛
本
、
白
鶴
本
に
は
屋

前
に
長
床
を
置
き
対
酌
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
山
水
図
襖
」
で
は
、

屋
内
に
な
っ
て
い
る
。
芸
阿
弥
や
芸
愛
の
作
品
に
見
な
い
紡
ぎ
車
を
く
る
女
性
の

描
写
は
、白
鶴
本
と
「
山
水
図
襖
」
に
同
じ
図
様
が
見
え
る
。
ま
た
、「
山
水
図
襖
」

に
描
か
れ
て
い
る
水
辺
の
舟
と
人
物
の
図
様
構
成
は
芸
愛
本
、
白
鶴
本
な
ど
よ
り
、

畠
山
本
「
山
水
図
」
な
ど
の
夏
珪
画
巻
の
図
様
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
山
水
図
襖
」
の
描
写
に
は
「
屏
風
画
記
」
の

記
述
や
白
鶴
本
な
ど
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
直
接
「
夏
珪
国
本
」
に
由
来

す
る
図
様
も
見
ら
れ
る
。

　

第
二
面
か
ら
三
面
目
の
岩
山
と
瀑
布
の
図
様
は
前
述
し
た
よ
う
に
夏
珪
画
巻
の

「
呀
焉
の
洞
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
屏
風
画
記
」
の

よ
う
な
洞
窟
で
の
宴
会
の
光
景
は
芸
愛
本
（
挿
図
17
）
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
洞
前
に
梅
の
木
や
門
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
前
方
に
は
石
段
が
み
ら
れ
、
人

物
の
数
や
動
作
役
割
も
ほ
と
ん
ど
芸
阿
弥
の
屏
風
と
同
一
で
あ
る43
。
ま
た
、
芸
愛

本
で
は
「
呀
焉
の
洞
」
の
図
様
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
最
初
に

観
瀑
の
場
面
が
あ
り
、
次
に
宴
会
の
場
面
、
最
後
に
一
人
座
っ
て
い
る
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
。同
じ
夏
珪
様
の
山
水
画
巻
で
あ
る
伝
小
栗
宗
湛
筆「
山
水
図
巻
」（
九

州
国
立
博
物
館
蔵
）
や
伝
雪
舟
筆
「
山
水
図
巻
」
模
本
（
現
所
在
不
明
）44

な
ど
の

粉
本
類
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
画

巻
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
性
格
が
、
景
の
順
番
の
入
れ
替
え
に
よ
る
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
生
成
や
、
景
の
付
加
に
よ
る
画
巻
の
成
長
、
そ
し
て
屏
風
へ
の
再
構
成
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を
容
易
に
し
て
い
る
の
で
あ
る45
。
芸
愛
本
も
同
じ
く
夏
珪
様
の
山
水
画
巻
の
基
本

と
な
る
図
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
「
呀

焉
の
洞
」
の
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
い
く
つ
の
異
な
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
山
水
図
襖
」
に
も
「
呀
焉
の
洞
」
の
図
様
（
挿

図
21
）
が
見
ら
れ
る
が
、
芸
阿
弥
の
屏
風
と
は
異
な
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
と
り
わ
け
観
瀑
の
図
様
は
、
芸
愛
本
、
白
鶴
本
、
伝
狩
野

元
信
筆
「
瀑
布
山
水
図
」（
個
人
蔵
、
挿
図
23
）、
狩
野
之
信
筆
「
山
水
図
」（
個

人
蔵
）
な
ど
多
く
の
室
町
水
墨
画
作
品
に
継
承
さ
れ
、
小
栗
派
や
狩
野
派
に
通
有

の
図
様
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る46
。
ま
た
、
島
尾
氏
と
相
澤
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
瀑
布
図
お
よ
び
そ
の
類
似
図
様
が
室
町
水
墨
画
に

浸
透
し
て
い
く
過
程
で
、
芸
阿
弥
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
「
観

瀑
図
」な
ど
の
作
品
の
検
証
か
ら
明
白
で
あ
る47
。
芸
阿
弥
は
、「
呀
焉
の
洞
」の
ア
ー

チ
型
の
洞
窟
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
観
瀑
図
」
の
縦
長
の
画
面
の
な
か
に
再
構
成
し
た
。

芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
は
、
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
山
水
図
襖
」

は
、
宴
会
の
光
景
を
描
い
た
芸
阿
弥
の
屏
風
や
芸
愛
本
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
、

瀑
布
を
描
い
た
広
州
本
や
芸
阿
弥
筆「
観
瀑
図
」の
ほ
う
に
近
接
す
る
形
態
を
と
っ

て
お
り
、
夏
珪
―
芸
阿
弥
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
第
四
面
の
山
村
の
場
面
で
は
大
き
な
岩
山
の
上
に
松
が
数
本
あ
り
、

そ
の
下
の
水
辺
に
は
建
物
が
二
軒
あ
る
。「
屏
風
画
記
」
に
も
似
た
光
景
が
記
さ

れ
て
い
る
。

岸
を
阻
て
上
游
、
古
き
喬
木
五
六
株
有
り
。
そ
の
下
に
廬
は
二
。
窈
に
し
て
深

く
窪
み
て
矮
し
。
覆
ふ
に
生
茨
を
以
て
す
。
酒
帘
を
簷
に
挿
む
。
岩
を
嵌
め
墻

と
為
す
。
烟
樹
蒙
蔽
し
、
幽
蹊
樹
陰
よ
り
出
づ
。
出
づ
る
處
に
小
梅
有
り
。
ま

た
開
け
て
便
ち
山
市
の
路
に
入
る
な
り
。
そ
の
陽
野
は
竹
蕭
の
森
な
り
。
竹
際

に
穫
り
て
斂
ま
る
も
の
、
積
も
り
て
堆
と
な
る
。
葺
く
に
禾
稗
を
以
て
し
、
柵

を
立
て
垣
を
成
す
。

　
「
山
水
図
襖
」
に
も
岩
に
沿
っ
て
二
つ
の
廬
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
、
靄
に
煙

る
樹
木
、
梅
の
木
、
竹
森
、
柵
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
発
想
の
図

様
構
成
を
持
つ
作
品
に
は
、
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
や
狩
野
正
信
筆
「
山
水
図
」（
個
人
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。

　

以
上
、「
山
水
図
襖
」
の
一
部
の
図
様
は
「
屏
風
画
記
」
の
記
述
と
か
な
り
近

似
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
者
が
同
じ
「
夏
珪
国
本
」
を
祖
本
に

持
つ
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
の
、「
山
水
図
襖
」
が
芸
阿
弥
の
影
響
を
受
け
た
こ

と
も
示
唆
し
て
い
る
。
相
澤
氏
は
「
実
際
の
と
こ
ろ
、
幕
府
御
用
絵
師
を
つ
と
め

た
小
栗
派
が
、
芸
阿
弥
の
図
様
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ

う
」
と
指
摘
す
る48
。
こ
の
こ
と
は
御
用
絵
師
た
ち
の
絵
画
制
作
の
手
順
を
見
れ
ば
、

一
目
瞭
然
で
あ
る
。『
日
録
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
四
）
七
月
十
日
条
に
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

御
新
造
。
為
御
絵
本
。
以
大
智
院
三
幅
、
可
被
渡
于
宗
湛
坊
之
由
、
能
阿
以
折

帋
申
之
。
仍
可
被
使
于
能
阿
方
之
由
。
以
能
阿
折
帋
命
于
大
智
院
実
参
西
堂
也
。
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足
利
義
政
は
能
阿
弥
に
対
し
て
、
宗
湛
に
渡
す
べ
き
「
御
新
造
」
の
障
子
絵
制

作
の
た
め
の
手
本
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
能
阿
弥
は
「
以
大
智
院
三
幅
、
可
被
渡

于
宗
湛
坊
之
由
」
の
折
紙
を
以
て
復
命
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
宗
湛
に
渡
す
よ

う
依
頼
す
る
折
紙
が
能
阿
弥
か
ら
蔭
涼
軒
主
の
季
瓊
真
蘂
に
届
け
ら
れ
た
。
季
瓊

は
能
阿
弥
の
折
紙
を
大
智
院
住
持
の
実
参
周
方
に
転
送
し
、
能
阿
弥
に
三
幅
対
を

渡
す
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
御
用
絵
師
で
あ
る
宗
湛
が
将
軍
家
の
障
子

絵
を
制
作
す
る
際
に
、
必
要
と
な
る
画
本
は
同
朋
衆
の
能
阿
弥
が
選
択
し
、
仲
介

し
て
宗
湛
に
渡
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
東
求
堂
に
お
け
る
正
信
の
作
画
の
例
を
見

る
と
、「
十
僧
図
」
を
描
く
た
め
の
画
本
、
描
く
べ
き
「
画
様
」
な
ど
は
お
も
に

発
注
者
の
義
政
、
仲
介
者
、
同
朋
衆
の
相
阿
弥
と
の
評
議
で
決
定
し
た
こ
と
も
わ

か
る49
。

　

こ
の
よ
う
に
、
御
用
絵
師
た
ち
の
絵
画
制
作
は
常
に
同
朋
衆
た
ち
の
影
響
を
受

け
て
い
た
。
宗
湛
が
当
時
の
夏
珪
様
解
釈
の
第
一
人
者
で
あ
る
「
国
手
」
芸
阿
弥

の
図
様
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
影
響
は
宗
継
に
も
及
ぶ

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
中
国
絵
画
を
画
本
に
す
る
宗
湛
の
絵
画
制
作
は
芸
阿
弥

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
将
軍
の
要
求
や
趣
味
に
応
じ
て
自
ら
将
軍
家
所
蔵
の

中
国
絵
画
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
宗
継
の
粉
本
類
に
は
、
芸

阿
弥
経
由
の
図
様
、
宗
湛
経
由
の
図
様
が
と
も
に
存
在
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
山
水
図
襖
」
は
「
屏
風
画
記
」
の
記
述
（
芸
阿
弥
筆
「
屏

風
十
二
曲
」）
や
芸
愛
筆
「
山
水
図
巻
」、
白
鶴
本
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
と
図
様

上
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
四
者
の
関
係
性
は
い
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
芸

阿
弥
の
屏
風
は
「
夏
珪
国
本
」
を
画
本
に
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
芸
愛
本

は
お
そ
ら
く
「
屏
風
十
二
曲
」
の
よ
う
な
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
を
も
と
に
制
作

し
た
紛
本
で
あ
り
、
白
鶴
本
は
同
じ
図
様
を
も
つ
紛
本
を
使
っ
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る50
。「
山
水
図
襖
」
は
前
述
の
と
お
り
、「
夏
珪
国

本
」
を
も
と
に
し
た
紛
本
の
図
様
を
転
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。「
夏
珪
国
本
」

の
図
様
を
利
用
す
る
と
い
う
点
は
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
場
面
の
構
成
方
法
は

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
四
者
は
共
通
の
祖
本
を
持
ち
な
が
ら
、「
山
水
図
襖
」

は
他
の
三
作
と
共
通
し
て
い
る
図
様
が
あ
る
一
方
で
、異
な
る
部
分
も
多
い
。「
山

水
図
襖
」
に
は
芸
愛
本
な
ど
に
見
ら
れ
な
い
、
舟
か
ら
荷
物
を
渡
す
場
面
な
ど
の

特
徴
的
な
図
様
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
様
は
宗
湛
、
あ
る
い
は
宗

継
独
自
の
夏
珪
様
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
夏
珪
様
は
こ
の
よ
う
な
ア

レ
ン
ジ
の
過
程
で
変
容
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
山
水
図
襖
」
の
図
様
は
「
夏
珪
国
本
」
に
由
来
す
る
も
の
の
、
か
な
り
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
山
下
氏
が
「
室
町
時
代
の
山
水
画
の
な

か
で
、
図
様
、
構
成
と
筆
法
の
両
面
に
お
い
て
、
現
存
す
る
中
国
画
と
一
対
一
の

対
応
関
係
を
示
す
作
例
は
以
外
に
乏
し
い
」51

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
筆
様
に
よ
る

制
作
は
ア
レ
ン
ジ
を
お
こ
な
う
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
夏
珪
様
山
水

画
に
お
け
る
こ
の
種
の
ア
レ
ン
ジ
に
大
き
く
関
わ
っ
た
の
は
、
将
軍
家
の
芸
阿
弥

で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
が
、
宗
湛
と
宗
継
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
夏
珪
様
の
制
作
の
実
態
は
、
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
さ

れ
る
。
一
つ
目
は
、「
夏
珪
国
本
」
の
よ
う
な
中
国
絵
画
を
画
本
と
し
て
、
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
制
作
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
作
は
も
っ
と
も
理

想
的
で
あ
る
が
、
周
文
、
宗
湛
、
三
阿
弥
な
ど
か
な
り
限
定
さ
れ
た
絵
師
し
か
で



旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
　
　
孫
　
文
祺
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き
な
か
っ
た
。
二
つ
目
は
、
日
本
人
絵
師
の
名
作
を
画
本
に
、
ア
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
制
作
す
る
方
法
で
あ
る
。
周
文
の
花
鳥
画
が
筆
様
制
作
の
画
本
に
な
っ
た
よ
う

に
、
直
接
「
夏
珪
国
本
」
を
参
照
し
た
芸
阿
弥
の
作
品
も
ま
た
夏
珪
様
の
権
威
的

な
図
様
と
な
り
、
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
の
画
本
と
し
て
継
承
さ
れ
た
。
三
つ
目
は
、

様
々
な
図
様
を
組
み
合
わ
せ
た
紛
本
（
下
図
）
を
利
用
し
、
夏
珪
様
を
構
築
す
る

方
法
で
あ
る
。
夏
珪
様
の
紛
本
と
思
わ
れ
る
作
品
が
多
数
現
存
す
る
事
実
は
、
こ

の
よ
う
な
制
作
が
室
町
後
期
に
も
っ
と
も
多
く
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ

せ
る
。「
山
水
図
襖
」
も
こ
の
方
法
で
、
紛
本
の
中
か
ら
夏
珪
様
の
典
型
的
な
空

間
ユ
ニ
ッ
ト
と
モ
チ
ー
フ
の
図
様
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
再
構

築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
失
わ
れ
た
将
軍
家
旧
蔵
の
「
夏
珪
国
本
」
の
原
像
を
考
察
し
、
そ

れ
は
フ
リ
ー
ア
本
の
よ
う
な
溪
山
清
遠
図
巻
群
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
し
、
畠
山

本
と
「
江
城
図
」
は
そ
の
断
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
山

水
図
襖
」
の
図
様
を
検
討
し
、
そ
の
図
様
は
主
に
「
夏
珪
国
本
」
に
由
来
す
る
こ

と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
宗
継
に
お
け
る
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
の
史
料
を
整
理
し
、

夏
珪
様
作
品
の
制
作
は
紛
本
を
利
用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
た
。
最
後

に
、「
山
水
図
襖
」
と
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
を
比
較
し
、
宗
湛
と
宗
継
の
夏
珪

様
に
よ
る
制
作
は
芸
阿
弥
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
独
自
の
夏
珪
様
を
作
り
上

げ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、「
夏
珪
様
」
と
呼
ば
れ
た
「
山

水
図
襖
」
の
図
様
は
「
夏
珪
国
本
」
に
由
来
し
、
芸
阿
弥
、
宗
湛
の
ア
レ
ン
ジ
を

経
由
し
、
宗
継
が
転
用
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世

紀
前
半
の
多
く
の
室
町
水
墨
画
は
こ
の
よ
う
に
芸
阿
弥
や
宗
湛
経
由
の
図
様
を
応

用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
「
山
水
図
襖
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
利
将
軍
家
所
蔵
の

夏
珪
の
山
水
画
巻
の
図
様
構
成
が
、
十
五
世
紀
後
半
の
山
水
画
制
作
の
規
範
と
さ

れ
た
と
い
う
従
来
の
指
摘
を
、
よ
り
具
体
的
に
再
検
証
し
た
。
夏
珪
様
を
用
い
た

制
作
で
は
、
そ
の
筆
様
は
常
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
き
た
。
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容

の
過
程
で
、
芸
阿
弥
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
芸
阿
弥
経
由
の
夏
珪
様
も
ま
た

権
威
的
な
図
様
と
な
り
、
夏
珪
様
に
よ
る
制
作
の
手
本
と
し
て
継
承
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

１�　

田
島
志
一
『
真
美
大
観
』
十
三
、
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
六
年
。『
東
洋
美
術
大

観
』
三
、
審
美
書
院
、
一
九
〇
九
年
。「
伝
周
文
山
水
襖
絵
」『
国
華
』
二
五
八
、
一

九
一
一
年
。

２�　

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成
』
二
一
～
二
五
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
一
～
五
、
臨

川
書
店
、
一
九
七
八
年
。

３�　

福
井
利
吉
郎
「
日
本
水
墨
画
の
本
流
（
周
文
を
中
心
と
し
て
見
た
る
足
利
時
代
の

墨
画
）」『
恩
賜
京
都
博
物
館
講
演
集
』
七
、
恩
賜
京
都
博
物
館
、
一
九
三
〇
年
。『
福

井
利
吉
郎
美
術
史
論
集
』
中
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
二
年
、
所
収
。

４�　

芳
賀
幸
四
郎
「
小
栗
宗
継
」『
美
術
史
学
』
八
二
、
一
九
四
三
年
。『
東
山
文
化
の

研
究
』
所
収
。

５�　
「
此
房
」
は
「
北
房
」
の
誤
り
、『
日
録
』
に
は
別
に
「
北
坊
」、「
喜
多
坊
」
な
ど

を
用
い
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。�

６�　
「
夏
珪
様
」
と
は
、
模
範
と
な
っ
た
（
伝
）
夏
珪
作
品
の
図
様
で
あ
る
。「
筆
様
」

及
び
「
〇
〇
様
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
如
拙
筆
「
瓢
鮎
図
」
の
再
評
価
―�



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
二
号
（
二
〇
二
一
・
十
二
）

（38）

序
に
見
え
る
「
新
様
」
の
解
釈
を
中
心
に�

―
」『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学

研
究
科
紀
要
』
四
八
、
二
〇
一
九
年
、
を
参
照
。

７�　

福
山
敏
男
・
川
上
貢
「
大
徳
寺
の
塔
頭
養
徳
院
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
論
文

報
告
集
』
五
七
、
一
九
六
一
年
。�

８�　

斉
藤
昌
利
「
旧
養
徳
院
襖
絵
に
つ
い
て
」『
東
海
大
学
紀
要�

教
養
学
部
』
一
四
、

一
九
八
三
年
。�

９�　

金
沢
弘
「
旧
養
徳
院
襖
絵
に
つ
い
て
―
―
小
栗
宗
継
と
そ
の
位
置
」『
美
術
史
』
五

五
、
一
九
六
四
年
。�

10�　

武
田
恒
夫
「
延
徳
期
よ
り
永
正
期
へ
―
―
山
水
図
画
面
構
成
を
め
ぐ
っ
て
」『
近
世

初
期
障
屏
画
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、
一
二
三
頁
。

11�　

山
本
英
男
「
旧
養
徳
院
襖
絵
に
お
け
る
改
変
の
状
況
に
つ
い
て
」『
学
叢
』
一
一
、

一
九
八
九
年
。�

12�　

井
手
誠
之
輔
「
夏
珪
様
式
試
論
」『
哲
学
年
報
』
四
四
、
一
九
八
五
年
。
山
下
裕
二

「
夏
珪
と
室
町
水
墨
画
」
辻
惟
雄
先
生
還
暦
記
念
会
『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』
ぺ
り
か

ん
社
、
一
九
九
三
年
。
島
尾
新
「
二
つ
の
夏
珪
様
山
水
図
巻
」『
美
術
研
究
』
三
六
七
、

一
九
九
七
年
。
畑
靖
紀
「
室
町
時
代
の
南
宋
院
体
画
に
対
す
る
認
識
を
め
ぐ
っ
て
―

―
足
利
将
軍
家
の
夏
珪
と
梁
楷
の
画
巻
を
中
心
に
」『
美
術
史
』
一
五
六
、二
〇
〇
四
年
。

13�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。

14�　

注
12
前
掲
畑
靖
紀
論
文
。�

15�　

玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』
四
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
所
収
。

16�　

塚
原
晃
「
正
宗
竜
統
「
屏
風
画
記
」
に
お
け
る
芸
阿
弥
筆
四
季
山
水
図
屏
風
に
つ

い
て
」『
美
術
史
研
究
』
二
七
、
一
九
八
九
年
。�

17�　

注
16
前
掲
塚
原
晃
論
文
。�

18�　

畠
山
本
と
「
江
城
図
」
が
同
じ
画
巻
の
一
部
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
双
幅
で
あ
っ

た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
島
田
修
二
郎
『
雪
舟
』
展
図
録
解
説
、

京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
五
六
年
。『
日
本
美
術
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
八
七
年
所
収
。
注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。

19�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。

20�　

畑
靖
紀
「
山
水
長
巻
研
究
―
そ
の<

か
た
ち>

と<

意
味>

を
め
ぐ
っ
て
―
」『
天

開
圖
畫
』
二
、
一
九
九
八
年
。�

21�　

王
忠
華
「「
江
山
無
尽
図
」
巻
考
析
『
鑑
・
賞
』
九
六
、
二
〇
一
六
年
。�

22�　

将
軍
家
旧
蔵
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

R
ichard Stanley B

aker, G
akuo's Eight View

s of H
siao and H

siang, 

O
riental A

rt, vol.20, 1974. R
ichard Stanley-B

aker, M
id-M

urom
achi 

Paintings of the E
ight View

s of H
siao and H

siang, P
rinceton 

U
niversity, Ph.D

. diss., 1979. 

畑
靖
紀
「
失
わ
れ
た
瀟
湘
八
景
図
を
め
ぐ
っ
て
」

『M
U
SEU

M

』
五
六
九
、
二
〇
〇
〇
年
。
畑
靖
紀
「
夏
珪
の
瀟
湘
八
景
図
と
室
町
水

墨
画
―
―
東
山
御
物
の
規
範
性
に
関
す
る
試
論
」『
国
華
』
一
五
〇
五
、
二
〇
二
一
年
。

23�　

島
尾
新
『
水
墨
画
―
―
能
阿
弥
か
ら
狩
野
派
へ
』（『
日
本
の
美
術
』
三
三
八
）、
一

九
九
四
年
、
五
〇
頁
。

24�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。

25�　

相
澤
正
彦
氏
は
、
江
山
無
尽
図
巻
群
の
丸
く
え
ぐ
ら
れ
た
巌
の
中
に
モ
チ
ー
フ
を

配
す
る
空
間
ユ
ニ
ッ
ト
を
「
牙
焉
の
洞
」
と
称
し
て
い
る
。
相
澤
正
彦
「
芸
阿
弥
画

本
の
幻
影
―
―
弟
子
祥
啓
の
作
品
か
ら
」
板
倉
聖
哲
『
講
座
日
本
美
術
史　

二　

形

態
の
伝
承
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。

26�　

厲
鶚
『
南
宋
院
画
録
』『
欽
定
四
庫
全
書　

子
部　

第
八
二
九
巻
』
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
五
年
。

27�　

注
16
前
掲
塚
原
晃
論
文
。�

28�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。�

29�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。�

30�　

注
12
前
掲
島
尾
新
論
文
。�

31�　

松
木
寛
「
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
《
伝
周
文
筆
山
水
図
屏
風
》
―
室
町
水
墨

画
の
制
作
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
の
美　

三
千
年
の
輝
き　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー

ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
。

32�　

前
掲
注
４
芳
賀
幸
四
郎
論
文�

33�　

室
町
水
墨
画
の
制
作
に
お
け
る
「
画
本
」
と
い
う
用
語
は
、
主
に
二
つ
の
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。『
日
録
』
で
は
主
に
手
本
と
な
っ
た
中
国
絵
画
そ
の
も
の
を
指
し

て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
中
国
絵
画
を
も
と
に
制
作
し
た
、
筆
様
制
作
の
規
範
と
さ

れ
た
紛
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
画
本
と
い
っ
た
場
合
、
手
本
と
な
っ
た
中
国
画
を
指

す
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
絵
画
を
も
と
に
作
っ
た
絵
手
本
は
「
紛
本
」

と
記
す
。「
粉
本
」
に
つ
い
て
は
、以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。
榊
原
悟
「
粉
本
の
こ
と
」

『
文
晁
と
そ
の
門
人
に
よ
る
模
写
絵
』
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
三
年
。
武

田
恒
夫
「
粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
二
九
、
一
九
九
五
年
。

34�　

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
十
月
四
日
条
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　

晩
来
、
慈
藤
寮
看
喜
多
坊
画
障
壁
。
夏
珪
様
也
。

35�　

注
６
前
掲
拙
稿
。



旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
　
　
孫
　
文
祺

（39）

36�　
『
日
録
』
は
、
松
泉
軒
障
子
絵
制
作
の
開
始
日
と
終
了
日
の
間
に
、
宗
継
が
制
作
に

当
た
っ
た
日
を
「
北
房
画
障
子
」
や
「
北
房
画
障
」
と
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
記
事
か
ら
割
り
出
し
た
制
作
日
数
を
（　

）
内
に
併
記
す
る
。
鈴
木
廣
之
「
絵

の
価
値
・
絵
の
見
方
―
―
室
町
時
代
相
国
寺
松
泉
軒
の
障
子
絵
制
作
か
ら
」『
美
術
研

究
』
三
五
二
、
一
九
九
二
年
。
鈴
木
亘
「
室
町
時
代
に
お
け
る
相
国
寺
雲
頂
院
の
松

泉
軒
に
つ
い
て
」『
建
築
史
学
』
四
九
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

37�　

注
12
前
掲
島
尾
新
論
文
。�

38�　

注
25
前
掲
相
澤
正
彦
論
文
。

39�　

注
25
前
掲
相
澤
正
彦
論
文
。

40�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。
山
下
氏
は
「
夏
珪
画
あ
る
い
は
そ
の
亜
流
作
と
、
芸

阿
弥
経
由
の
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
様
式
的
淵
源
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
解
釈
が
よ
り
容
易
に
な
る
室
町
後
期
の
作
品
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
だ

ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。�

41�　

山
本
英
男
「
芸
愛
試
論
」『
学
叢
』
二
三
、
二
〇
〇
一
年
。

42�　

河
田
昌
之
「
白
鶴
美
術
館
蔵
「
四
季
山
水
図
屏
風
」
六
曲
一
双
に
つ
い
て
―
小
栗

派
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」『
古
美
術
』
六
六
、
一
九
八
三
年
。

43�　

注
16
前
掲
塚
原
晃
論
文
。�

44�　

注
12
前
掲
島
尾
新
論
文
所
収
。

45�　

注
12
前
掲
島
尾
新
論
文
。�

46�　

注
25
前
掲
相
澤
正
彦
論
文
。

47�　

注
23
前
掲
島
尾
新
書
、
五
八
頁
。
注
25
前
掲
相
澤
正
彦
氏
論
文
。�

48�　

注
25
前
掲
相
澤
正
彦
氏
論
文
。

49�　

武
田
恒
夫
「
障
壁
画
に
お
け
る
画
体
」『
美
学
』
一
九
、
一
九
六
九
年
。
注
６
前
掲

拙
稿
。

50�　

注
42
前
掲
河
田
昌
之
論
文
。

51�　

注
12
前
掲
山
下
裕
二
論
文
。
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（40）

挿図１　小栗宗継筆「山水図襖」京都国立博物館蔵

挿図２　伝夏珪筆「山水図」畠山美術館蔵

挿図３　伝馬遠筆「山水図巻」（部分）フリーア美術館蔵

挿図４　伝夏珪筆「山水十二景図巻」（部分）イェール大学美術館蔵



旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
　
　
孫
　
文
祺

（41）

挿図６　フリーア本（部分）

挿図７　イェール本（部分）

挿図５　伝戴進筆「山高水長図巻」（部分）広州芸術博物院蔵

挿図８　フリーア本（部分）

挿図９　「山水図襖」（部分）挿図10　畠山本（部分）

挿図11　「山水図襖」（部分）挿図12　畠山本（部分）



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
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紀
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〇
二
一
・
十
二
）

（42）

挿図13　「山水図襖」（部分）挿図14　伝夏珪筆「溪山清遠図巻」（部分）台北故宮博物院蔵

挿図15　「山水図襖」（部分）挿図16　伝夏珪筆「湖畔幽居図」大阪市立美術館蔵

挿図17　芸愛筆「山水図巻」（部分）文化庁蔵



旧
養
徳
院
「
山
水
図
襖
」
に
お
け
る
夏
珪
様
の
受
容
と
変
容
　
　
孫
　
文
祺

（43）

挿図18　伝周文筆「四季山水図屏風」（右隻）白鶴美術館蔵

挿図19　芸愛本（部分）挿図20　白鶴本（部分）

挿図21　「山水図襖」（部分）挿図22　芸阿弥筆「観瀑図」
根津美術館蔵

挿図23　伝狩野元信筆
「瀑布山水図」個人蔵




